
しまねの特別活動リーフレット Vol.３

キャリア教育の要としての
特別活動の充実

～雲南市立三刀屋小学校の実践から～

島根県教育庁 教育指導課 令和６年３月

育てたい子ども像の明確化
児童の実態把握＋特別活動の充実

しまねの特別活動リーフレット Vol.３では、雲南市立三刀屋小学校の取組を中心に、
児童の実態把握を基にした特別活動、キャリア教育の充実に関する事例を紹介します。

しっかり あいさつ へんじ
ぽじてぃぶ あぴいる
もっともっと かんがえる
ひとにやさしく
やくにたつ

上記イラスト・・・雲南市立三刀屋小学校作成



丁寧な実態把握に基づいて
三刀屋小学校では、丁寧な児童の実態把握を基にキャリア教育の実践を進めました。

【児童の実態】
〇のびのびと生活している。
〇人懐っこく、人と関わることができる。
〇言われたことはできる。
〇素直で、明るく活動できる子が多い。

△・・・・・・・。
△・・・・・・・。

ふるさとへの誇りと将来への夢や
希望をもち、すすんで社会貢献して
いこうとする心豊かでたくましい子
どもを育てたい。
そのために、特別活動を要とし各

教科等の特質を生かした授業づくり
の方法について研究を進めよう。

アンケート＋職員の日々の観察を合わせた丁寧な分析

上記の学校教育目標を踏まえ、丁寧な実態把握から
キャリア教育を通して育成をめざす資質・能力を設定
しました。これを職員だけが把握して終わるのではな
く、具体的で子どもたちに伝わりやすい言葉で捉えな
おし、示しました。

【学校教育目標】

三刀屋小学校は 人やふるさとを大切にします～ふるさとを愛し こころ豊かで たくましい児童の育成～

Point
子どもたちにとって振り返りにくい目標や合

言葉は大人にとっても振り返りにくいものにな
る。
→イメージしやすい言葉で具体的にどのような
行動をしたらいいのかわかる目標・合言葉の
設定

→子どもにもわかりやすく
職員も子どもたちに声掛けがしやすい

そして、子どもたちに育みたい力を具現化するために行うことを以下のように取組の焦点化を行いました。

子どもたちを中心とした
意図的な指導計画

思考・表現する活動の工夫 振り返りの工夫

・自治的範囲内を明確にした
学級活動（１）

・視点のある基礎資料を積み重
ねる学級活動（３）

・創造性高い児童会活動

・主体的な学びにつながる課題
の設定

・自分の思いや考えの明確化、
自覚化

・「考えるための技法」を活用
した思考や対話

・思考を支援する板書
・過去の活動の想起，データ等
資料の提示

・次の学びにつながる振り返り
・自分の思いや考えの明確化、
自覚化

・共通の視点をもった振り返り
◎しっぽもひとやく
（ブタチャート）

右に示すように特別活動は、学級担任のみが担う
活動ではありません。管理職を含む全職員が連携し
て指導に当たるものとされています。
全職員の共通理解と協力体制を構築するために

三刀屋小学校では、学校教育目標とそれにつながる
育成をめざす子どもの姿を道しるべとして、協議や
研修を積み重ね、実践を行いました。

＜参考＞特別活動の全体計画と各活動・学校行事の年間指導
計画の作成について

「特別活動の全体計画」とは，特別活動の目標を調和的かつ
効果的に達成するために各学校が作成する，特別活動の全体の
指導計画のことである。
このような特別活動の全体計画を作成する際には，教諭や養

護教諭，栄養教諭，学校栄養職員，司書教諭，学校図書館司書
などの全教職員が連携して指導に当たるため，全教職員の共通
理解と協力体制が確立されるようにしなければならない。

小学校学習指導要領解説 特別活動編（文部科学省）P138より作成者引用

「しっぽもひとやく」
雲南市三刀屋町にゆかりのある永井隆博士が病床で描

かれた色紙「しっぽもひと役」をもとに三刀屋小学校で
考えられた合言葉。



日々の活動をつなぎ合わせて

学級活動の実践（題材名）
・目指せ！クリーンマン
・虫歯にならないおやつの取り方
・がんばっているね
～キャリア・パスポートとの出会い～

・ぼく・わたしにできること
・勉強って楽しいの？役に立つの？
～４年生のめあてを決めよう～

・今年の水泳学習をみんなの力で
・自学の振り返り
・自分に役立つ『未来ノート』
・『うめっ子班開き』を前にして

右に示す題材は、三刀屋小学校で実践した学級活動の実践
の一部です。学級活動の題材の設定について、学習指導要領解
説では、以下のように示しています。

＜参考＞学級活動の指導計画
各学校においては特別活動の全体計画や各活動及び学校行事の年間指

導計画を作成すること。その際，学校の創意工夫を生かし，学級や学校，
地域の実態，児童の発達の段階などを考慮するとともに，第２に示す内
容相互及び各教科，道徳科，外国語活動，総合的な学習の時間などの指
導との関連を図り，児童による自主的，実践的な活動が助長されるよう
にすること。また，家庭や地域の人々との連携，社会教育施設等の活用
などを工夫すること。

小学校学習指導要領解説 特別活動編（文部科学省）P63より作成者引用
※文字色、下線、太字は作成者が行ったもの

児童が自ら発見した学級や学校での生活上の諸問題や児童の実態と学校として児童に育みたい力などを基に、
バリエーションに富んだ題材を設定されています。児童の身近な課題や出来事を活かして、「解決するために
話し合いたい」「よりよくするために話し合いたい」と感じさせるための工夫だといえます。

また、各教科と特別活動との関
係性や「しっぽもひとやく」でま
とめた児童に育みたい力を結びつ
けることで「どの場面で、どのよ
うな力を、どのように育むのか」
について、キャリア教育年間計画
にまとめました。
具体的な計画で可視化すること

は、学校全体の取組の方向性を明
確にし、職員が同じ視点をもって
教育活動を進めるために有効な取
組です。

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

❷④サボテンの

花・生きる【国】

❸④図書館へ行こ

う【国】

❹わたしたちの生

活と政治

❷わたしたちの生

活時間【家】

❸イースター島に

は何故か森林がな

いのか【国】

❶②風切るつばさ

【国】

③❹生き物のくら

しと環境【理】

❸暑い夏を快適に

【家】

❶今始まる新しい

い今【国】

①❷海のいのち

【国】

❷漢文に親しむ

【国】

①❸④町の幸福論

【国】

❸世界に目を向け

て意見文を書こう

【国】

①②④ヒロシマの

うた【国】

③❹電気とわたし

たちのくらし

【理】

❹いにしえの言葉

に学ぶ【国】

③❹地球に生きる

【理】

①②❹共に生きる

生活【家】

①②❹プロフェッ

ショナルたち

【国】

❶卒業文集をつく

ろう【国】

③❹世界の中の日

本【社】

②❹君たちに伝え

たいこと・春に

【国】

道徳

❶〔礼儀は心のあらわ

れ〕心を形に

❶〔家族の一員とし

て〕おばあちゃんのさ

がしもの

❹〔平和と国際親善の

ために〕白旗の少女

❶〔権利と義務〕ピア

ノの音が…

❷〔自由と責任につい

て考える〕修学旅行の

夜

❷〔明るく生きる〕手

品師

❷④〔困難を乗り越え

る人間の強さや気高

さ〕義足の聖火ラン

ナー～クリス・ムーン

❷〔過ちを許す〕銀の

しょく台

❶〔親切の大切さ〕心

に通じた「どうぞ」の

ひとこと

❶④〔人々のために尽

くす〕小さな連絡船

「ひまわり」

①❹〔世のためになる

仕事〕桜守の話

学校行事

❶始業式

❶入学式

❶②全校遠足 ❶平和週間

❶終業式

❶始業式

❶②うめっこ体育会

❶②市陸上大会 ❶かがやき発表会 ❶修学旅行

❶人権週間

❶終業式

❶始業式 ❶6年生を送る会 ❶卒業証書授与式

学級活動

❶６年生になって

❷③係を決めよう

❶②楽しい遠足にする

ために

❷③係活動を振り返ろ

う

❸楽しい夏休み

❷③１学期を振り返ろ

う

❷③2学期の係を考え

よう

❶うめっこ体育会に向

けて

❶楽しい修学旅行にし

よう

❷③係活動を振り返ろ

う

❶②③学級集会を計画

しよう

❶良好な人間関係づく

り

❶②生活習慣を見直そ

う

❷③3学期の係を決め

よう

①②❸6年生を送る会

に向けて

②❹もうすぐ中学生

児童会

クラブ

前期委員会選定 　児童総会 代表委員会 後期委員会選定 児童総会

特活

総合的な学習の時間

教科

❶❷❸❹夢発見ファイル（キャリアパスポート）

①❷③④クラブ

①❷③④係活動

❶②③④外国語

①②❸④ヒロシマ・ナガサキそして三刀屋＝永井隆博士の生き方を通して～

❶②③④うめっこ

体育会を成功させ

よう ❶❷③❹卒業プロジェクト

６年生 キャリア教育年間計画 三刀屋小学校 研究収録資料より

１年生 学級活動⑵「じょうずな てあらい」

ブラックラ
イトを使用し
た可視化や養
護教諭の専門
性を活かした
指導の実施

授業の様子を
養護教諭が保健
だよりに掲載し、
全校及び家庭へ
周知された事例。
職員間連携の

好事例です。

５年生 学級活動⑶「花咲け！うめっこ委員会」

前期の委
員会につい
て振り返り、
後期の委員
会活動への
目標を意思
決定

「未来ノート」
（キャリア・パス
ポート基礎資料の一
つ）を用いた対話的
な学びの充実、委員
会活動における意思
決定したことを実践
する場を確保した事
例です。
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取組から見える子どもや職員の変化

子どもたちが自分た
ちで気づき、考え、
行動するなど自治的
な学級に変わってき
た。

学校行事の振り返り
では、自己の成長を
自らフィードバック
できようになった。

『先生、どうしたら
いいですか？』が圧
倒的に減った。

「しっぽもひとや
く」を基にめあてを
設定し、振り返るこ
とができるように
なった。

子どもたちの変化

職員の変化

自分たちで考えて
決めて、実行する
というプロセスを
大事にする授業を
していきたいと思
えるようになった。

教科内容はもちろん、
資質・能力も自然と
身につかせていくよ
うな授業づくりをし
ないといけないよう
に感じた。

・すぐには効果が出ないので、
じっくりと取り組む必要が
ある

・準備を簡単にすることが必要

課題

特別活動の充実が、
学校や学級の経営
に大きく寄与する
ことが分かった。

「しっぽもひとやく」を合言葉に児童の皆さんと職員の皆さんが一致団結
して取り組んだことが三刀屋小学校の大きな特徴です。そして、三刀屋小学
校の職員の皆さんが、いつも「児童の様子で語る」姿が印象的でした。丁寧
な児童の実態把握、「児童に伝えるにはどのようにしたらいいのか」、「児
童に○○の力を育みたい」という願いや思いに基づいた日々の実践が上記の
ような変化を生み出したといえます。

三刀屋小学校の取組を活かして
三刀屋小学校の取組から

○児童の実態を丁寧に把握する。

○把握した実態からつけたい力を明確にする。そして、わかりやすい言葉で示す。

○学校の活動をつなぎ合わせ、「合意形成」「意思決定」したことを実践する場を確保する。

ことが大切だとわかりました。
三刀屋小学校では、「しっぽもひとやく」の合言葉が今も活用されて

います。
この「しっぽもひとやく」をとおして示す育てたい子ども像は、児童

の実態に応じて変化し、三刀屋小学校の合言葉として活用され続けてい
くと思います。
今回紹介した取組は三刀屋小学校の取組のほんの一部ですが、ぜひ

参考にしていただき、勤務先の子どもたちの実態把握を一番大切にし、
実践していきましょう。

しまねの教育情報web EIOSは
二次元コードよりアクセスください


